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一 般 質 問 通 告 書 

佐野市議会議長 様 

受

付 

番号 12 

令和 3 年 5 月 27 日 

午前・午後 2 時 00 分    

議会名 令和 3 年 第 4 回 佐野市議会定例会 

発言者 議席番号  4 番     小森 隆一 

答弁を求める者 

(選択してください) 
市長 ・ 副市長 ・ 教育長 ・ 担当部局長 

一般質問時に使用する資料の

有無（選択してください） 

あり（ 資料提示 ・ 資料配付 ・ モニター使用 ） 

なし 

大項目（質問項目） 

中項目（質問細目） 
小項目（具体的な質問内容） 

１．健康寿命を延ばすための

生活習慣病やがん対策の推進

について 

（１）特定検診やがん検診の

現状と課題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）健康寿命を延ばすため

のがん対策について 

 

 

 

 

 

 

 

①本市は健康寿命を延ばすことを目標に、「さの 

健康 21 プラン（第 2期計画）」の下、取り組みを 

進めておりますが、過去 3か年の平均寿命と健康 

寿命について、本市と全国および県との対比、さ 

らにその結果の要因をお伺いします。 

 

②要因の一つとして、特定検診やがん検診の受診 

率の低さが考えられますが、過去 3 か年の特定検 

診やがん検診の受診状況について、「さの健康プ 

ラン（第 2期計画）」の目標値との比較や結果の 

要因をお伺いします。 

 

③受診率を向上させるための課題についてお伺い 

します。 

 

①がんについては、早期発見・早期治療が肝心で 

あるため、毎年の受診が必要です。受診率を向上 

させ、維持させるには啓発活動の積極的推進が必 

要と考えますが、如何か、お伺いします。 
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（３）がん患者への支援と取

り組みについて 

 

②啓発活動の一つとして、がんに対する現状認識 

調査も効果があると考えますが、如何か、お伺い 

します。 

 

③がん専門医は、がん検診の受診率向上のために 

は、がん教育が必要であるとの見解を示しており 

ます。文部科学省では、新学習指導要領に「がん 

教育」を明記し、中学校では令和 3 年度より全面 

実施、高等学校では令和 4年度入学生より年次進 

行で実施する事でがん教育の一層の推進を図って 

いきたい考えですが、本市の子供に対するがん教 

育の取り組み方についてお伺いします。 

 

④がん検診で異常が発見された方は、直ちに精密 

検査の受診が必要です。精密検査未受診の方をフ 

ォローするシステムがあれば精密検査の受診率も 

向上すると考えますが、如何か、お伺いします。 

 

⑤近年、子宮頸がんの発症率が増加している状況 

です。その防止策として令和 3年 1 月 26 日付で 

厚生労働省より、子宮頸がんワクチン定期接種の 

対象者およびその保護者へ個別送付による情報提 

供を実施するようにという旨の通知が改めて各自 

治体に出されていますが、本市の対応についてお 

伺いします。 

 

①がん患者とその家族のメンタルケアの取り組み 

について、現状と今後についてお伺いします。 

 

②医療用ウィックは高価であるため、がん患者の 

負担になっております。金銭的、精神的負担軽減 

のため、購入費助成への取り組みは如何か、お伺 

いします。 

 

 

 

 

 

 


